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１）設置趣意書
現在の高等教育機関は、

（1）大学・短期大学

（2）専門学校
の二つの流れがあって、後者については中央教育審議会（中教審）の答申にもみられるように、近い将来「職業大学」化する可能性を秘めており、その試行として「今春、職業実践専門課程」の認定が行われた。

昨今の規制緩和の流れは高等教育機関の乱立となって現れており、少子化の大波を迎えて、一方では「定員割れ私立大学、45.8％」という惨状があり、他方では都心回帰を果たしながら私立高校の系列化を図って巨大化する傾向がある。

専門学校もまた同様の状況がある。


こうした厳しい環境があるということ踏まえて、私たちは「新たな専門学校への道」を模索している。

私たちは、様様な組織や企業とのコラボレーションを構築して、「愛甲農業科学専門学校」を開校すべく動き始めている。

（１）中国のPM2.5の例にも視られるように「食の安全」ということが私たちの関心の多くを占めているにも拘らず、日本の食料自給率が現在の39パーセントから、10年後には13パーセントまで低迷すると予測され、「安全性」を他国に委ねるという困難に陥っている。

（２）その原因のひとつは、現代の農業を支えているほとんどが高齢者であるということ、さらに都市への人口の集中により農業に従事する人の多い地方が過疎化し、流れとして第三次産業への労働者の移り変わりもあって、結果、「食」の担い手が激減しているのである。

（３）食のうち肉などに見られるように輸入に頼る傾向は避けられそうにもないのであるが、「葉物野菜」のような新鮮さが命の「食」については自給の道を模索せざるを得ないのではないかと考える。

（４）こうした事情を背景に葉物野菜を中心に「水耕栽培」が注目されている。

水耕栽培には大きく二つの形態がある。

<イ>完全人工光型

<ロ>太陽光利用型および太陽光人工光併用型

（５）おおむね<イ>は工業系で、宅地や雑種地に立地しており、<ロ>は従前の露地栽培の発展系が多く農地に立地されている。

（６）都市近郊に設置される野菜工場の多くは、夜間電力を使った<イ>完全人工光型工場である。


農業における「工場型水耕栽培」は、様様な角度から今後急速に進展するであろうと思われる。

（１）天候に左右され農業生産物の価格が乱高下することはよく知られていることであるが、人工的な管理下にある工場型農業においては、天候に左右されない安定供給を可能にし、結果、消費者にとっては安価な食料品を手に入れることが可能となっている。

（２）限られた農地による露地栽培には生産能力に限りがあるが、工場型水耕栽培にはそのような限界がなく、地球規模的に考えれば増え続ける人口増加に対処できる可能性を秘めている。

（３）地方に拡がる農地による露地栽培による生産物に比して、工場型水耕栽培は都心部に生活する消費者から近い場所での生産が可能であり、流通コストの引き下げに有効に働くと思われる。

（４）自然から切り離された工場型水耕栽培では、安定した計画的な養液の供給により、栄養価の高い野菜を栽培できる。

（５）徹底した衛生管理における工場型水耕栽培の野菜は、限りなく菌が少ない状態にあるため、消費期限の延長が可能となり、安定的な農産物の供給につながる。

（６）露地栽培の野菜の場合、農薬使用のため大量の水を使っての「洗浄」が必要であり、また、多くの廃棄部分がでるが、限りなく菌が少ない近郊の工場型水耕栽培の野菜には洗浄の必要がほとんどないため外葉の廃棄などのロスが発生しない。

（７）重い土の耕作や雑草の除去など肉体的な負担の大きい路地型農業労働に比して、工場型水耕栽培は、従事者の肉体的負担がきわめて少ないといえる。このことは高齢化している日本の現状からみて、極めて重要なポイントとなるであろう。


野菜工場の担い手は新たな職業人であって、従前の農業に見られる家業生業の類とは大きく異なった能力を身につけていなければならない。

すなわち工業的知識と農業的素養とマーケティング力を備えている必要があろうかと思われる。

そのためには、「新たな職業人」を教育・訓練する機関＝学校が必要となっているのである。これが時代の要請であろうと考えている。


現在の日本には、北海道・東北を中心に農業専門学校が存在しているが、いずれも露地栽培型農業・畜産業をベースにしていて、「水耕野菜」をテーマにしている学校は、2014年4月、水耕栽培と知的障碍者福祉を融合させた学校である「中部水耕栽培福祉専門学校」のみである。

この「中部水耕栽培福祉専門学校」は、太陽光利用型水耕栽培のようである。

したがって私たちが構想する「完全人工光型野菜工場」を前提とする「愛甲農業科学専門学校」は、日本初の唯一の専門学校である。
